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{践的;中高齢者の健康増進において身体活動誌の維持・

増加は、疾患・続犠群の発疲予防や生活機能の維持.i{uj援

などに者効であることが近年明らかされている。しかしな

がら、加齢に伴い身体活動援は減少する傾向にあることが

報告されている。中高齢者では逮勤務に患党症状を容する

者も多く、これが身体活動を妨げ、身体活動益減少の~1t5l
となることも考えられる。運動総の総状に対しての治療法

としては議物線法、物理療法、巡動療法、手術療法などを

はじめ、機々な手法がある。銭施術も逮動器に由来する症

状に対して有効であることが近年明らかになりつつあるが、

銀総街による逮勤務の自党症状の改穫と身体活動公との関

連についての検討は貌夜までに行われていないsそこで本

続究では、選1ft))器の自覚症状を有して鍛総務を受探した中

高齢者を対象に、自党議状の改替および心身・行動の変化

と身体活動愛増大との{鍔孫について号Ilらかにすることを13
的としたo

{方法}述勤務の自覚症状改替を底的に銭施術を受療した

79名 (61.0土14.6;葉、男性心名、女性38名)を対象とした。
自認式紫関紙をffiい、銀総衡を受療した後の、自党液状の
変化、{むの治療の受擦綴夜、運動の頻度、外出や旅行の頻
度、気分の変化、体力への自器、症状への対処の見通しの
7項自について5件法で調査を行った。また、身体活動訟に

ついては lnternationalPhysicai Activity Questionnaire B 
本3奇抜 ShortVersionを用いて-)昼間あたちの mets'min 
を算出した。
{総泉}鍛施術受療後に運動の頼度が増加傾向にあると問

答した対象は、変化がないもしくは減少傾向にあると邸答
した対象と比べ、歩行による身体活動翠;は有設に議議を示

した (P <0.05ん銀総務受療後に外出・旅行の綴皮が増

加傾向にあると怒答した対象は、変化がないもしくは減少

傾向にあると邸答した対象とよとべ、中等Jlの身体活動設お
よび歩行による身体活勤務:は有意に高俸を示した(いずれ

もP <0.05)。鍛施都受療後に気分が鳴るくなる傾向にあ

ると回答した対象は、変化がないもしくはi脅くなる関向に

あると趨答した対象とよとべ、歩行における身体活動致は有

意に高値を示した (p く0.05)。

{考察}銭絡術受療による逮援!の綴i変および外出・旅行の

鎖度と身体活動畿との結采より、対象が感じている身体活

動畿の増加は、笑擦の身体活動鐙に反映されていることが

示唆された。また、鍛施術受療による気分の変化i立、歩行

による身体活動援に!麹迷することが示唆されたo以上より、
銃施都は選勤務に症状を持つ中高齢者の身体活動i誌を増加

させる契機となる可能性が示唆され、健康増進や介後予防

などへの活用のnJ能性が考えられる。しかしながら、本研

究は窓、者の主観を中心としたデータに基づいた綴新約な検
討であち、客鋭的な密.lJ定項闘を含めた縦断的な銀総務によ
る自覚症状改惑と身体活動選の関係については、今後の検
討議題としたいe

{結論}運勤務に症状を有する中高齢者については鍛施櫛

が身体活動畿増大の契機となる可能性が示唆されたo
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